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京
都
一
帝
園
大
事
文
墜
部
考
古
事
研
究
報
告

第
十
三
勝

新

羅

古

昭
和
八
年
ー
ー
昭
和
九
年

瓦

の

研
;h金

JL 

京

都

一

清

岡

大

皐



序

n 

京

都

官

同

大

串

文

皐

部

考

古

皐

研

究

報

告

第

十

三

冊

は

、

我

が

考

古

皐

教

室

及

び

本

冊

著

者

等

の

名

を

以

て
、
故
英
岡
オ
ク
ス
ア
オ

ー
ド
大
島
一
'
教
授
ア

1
チ
ボ

Y

ド・へ

ン
リ
ノ
!
・
セ
イ
ス
博
士

(切∞
4

・ロ円・
k
p
H
d
一
ユ
ゲ
ん
伊
三
国
∞
ロ
弓

ま
一
三
叩
)
の
過
去
二
十
徐
年
に
亘
る
.
論
る
こ
と
な
か
り
し
深
甚
な
る
同
情
と
誘
披
と
を
永
遠
に
記
念
せ
ん
が
魚

め
‘
恭
し
く
之
を
博
士
の
霊
に
捧
ャ
。

客
歳
二
月
四
目
、
先
生
英
岡
バ
!
ス
に
於
い
て
撞
罵
長
逝
し
給
ふ
の
報
に
接
す
る
や
、
中
外
の
撃
徒
知
友
、
奉

ち

て

此

の

一

代

尚

儒

の

温

容

再

び

仰

ぐ

を

得

点
γ
慈

一

音

復

た

聞

〈

こ

と

な

さ

を

悲

し

ま

ぎ

る

は

英

か

り

さ
u

而

か

も

我

が

日

本

の

考

古

皐

界

の

今

日

あ

る

、

之

を

ペ

ト

リ

l
教

授

を

他

に

し

て

は

.

先

生

の

誘

披

に

負

ふ

所

最

も

多

〈

著

者

等

亦

に

個

人

と

し

て

先

生

の

懇

情

を

f

お
く
せ
る
も
の
、
均
に
甚
大
な
り
し
を
思
へ
ば
、
哀
痛
の

切

な

る

遮

に

慈

親

を

喪

へ

る

が

知

く

、

追

憶

の

新

な

る

こ

と

.

目

あ

た

り

恩

師

に

別

る

〉

に

似

た

る

も

の

あ

る

を
畳
ゆ
。

先
生
一

八
四
五
年
(
弘
化
二
年
)
を
以
て
英
園
プ
リ
ス
ト

Y

附
近
シ
ャ

ム
プ
ト
ン
に
生
れ
.
長
じ
て
オ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
串
に
入
り
一
岬
墜
を
修
め
後
ち
同
大
皐
ク
イ
ン
ス
・
カ
レ
ツ

ヂ
の
「
プ
エ
ロ

1
一
ー
と
な
り
、
遂
に
ア
ッ

シ
リ
ノ
ヤ
皐
の
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
早
〈
聖
書
の
高
等
批
許
に
共
の
聾
名
を
世
界
に
轟
か
し
給
ひ
し
は
も
年
末
だ

批

な

る

頃

な

り

き
ο

爾
来
エ

ヂ
プ
ト
、
バ
レ
ス
チ
ナ
等
東
方
諸
闘
に
遊
び
、
欧
洲
各
地
を
訪
ひ
、
探
究
盆
々
之
を

努
め
、
西
亜
諸
邦
考
古
皐
の
香
宿
と
し
て
、
皐
徳
並
び
高
〈
、
終
に
一
代
の
宗
と
仰
が
れ
給
ひ
し
こ
と
、
此
蕗
に
詳

に
記
す
を
要
せ
ぎ
る
可
し
。

而

か

も

先

生

が

多

年

憧

僚

の

支

那

陶

器

の

故

闘

と

、

我

が

日

本

と

に

足

跡

を

印

序

仁S



序

言

し
給
ひ
し
は
、
一
九

一
年
.
先
生
六
十
六
歳
の
事
な
り
き

υ

嘗
時
余
が
京
都
帝
岡
大
皐
講
師
と
し
て
、
先
生
を

奈

良

の

奮

都

に

東

道

し

た

る

は

貨

に

先

生

を

知

る

の

初

め

な

り

し

が

、

此

の

時

菊

池

線

長

は

先

生

と

共

に

恰

も

客

遊

中

の

羅

振

玉

氏

を

も

招

き

て

、

東

西

の

碩

皐

一

堂

に

曾

す

る

の

好

機

を

得

給

へ

り
ゅ

後

二

年

ゆ

〈

り

な
く
も
余
は
海
外
留
皐
の
命
を
受
け
て
、
欧
洲
に
遊
び
、
英
闘
に
一
退
る
こ
と
二
歳
.
此
の
間
或
は
共
に
ク
イ

ノV

ツ

州
の
古
蹟
を
訪
ひ
、
或
は
内
J

Z

l

y
ス
に
掩
留
し
‘
或
は
エ
ヂ
ム
バ
ラ
に
先
生
邸
の
客
と
し
て
、
日
夕
先
生
に
親

実
し
て
、
其
の
誘
披
訓
陶
を
受
け
し
が
、
欧
洲
大
戦
の
勃
殺
せ
る
も
、
亦
に
貨
に
二
度
目
エ
ヂ
ム
バ
フ
の
先
生
邸

に
在
る
の
日
に
し
て
‘
其
の
朝
先
生
に
侍
し
て
南
下
蘇
闘
を
去
り
し
こ
と
.
先
生
自
停
の
中
に
記
し
給
へ
る
所

な
り
。

戦
崩
一最
低
迷
各
を
避
け
て
、
先
生
の
南
側
ユ

l
ス

に

坐

ま

す

や
、市

河

三

喜

君

と

共

に

其

の

膝

下

に

在

る

こ
と
月
飴
.
遂
に
希
臓
に
遊
び
伊
太
利
に
入
り
、
還
り
て

九

五
年
、
再
び
先
生
を
ニ

l
ス

に

訪

ひ

て

扶

を

分

ち
し
が
、
一
九
一

七

年

先

生

北

米

を

回

避

し

て

復

七

日

本

を

訪

ひ

給

ひ

ぬ

ゅ

此

の

時

先

生

足

を

京

都

に

留

め

給
ふ
こ
と
月
を
蹴
ぇ
.
我
が
大
撃
の
矯
め
に
ス
メ

Y

語
に
闘
す
る
講
演
を
試
む
る
こ
と
数
回
、
而
か
も
大
皐
よ

り
贈
る
所
の
若
干
金
は
、
暴
け
て
之
を
我
が
教
室
に
寄
せ
給
へ
り
。

今

我

が

教

室

蔵

す

る

所

の

西

亜

模

形

文

字
に
闘
す
る
諸
文
献
は
、
多
〈
は
此
の
資
金
に
由
っ
て
購
ふ
所
な
り
。

嘗
時
先
生
我
が
大
撃
の
狩
野
、
榊
、
原
、
内

田
.
坂
口
等
の
諸
教
授
と
交
歓
し
.
荒
木
線
長
は
先
生
を
岡
山
長
楽
館
に
請
じ
て
歓
迎
の
宴
を
張
り
、
余
亦
た
先

生
を
東
道
し
て
奈
良
正
倉
院
を
は
じ
め
、
伊
勢
神
宮
、
高
野
山
に
詣
り
、
京
畿
の
名
勝
古
寺
普
く
之
を
採
り
給
へ

り

か

く

て

此

の

年

十

二

月

設

に

神

戸

埠

頭

に

先

生

を

見

迭

り

し

が

、

こ

れ

未

亡

先

生

と

永

扶

の

臼

に

は

非

r
t
Lリ
詰
t

。

一
九
二
六
年
、
梅
原
末
治
君
命
を
受
け
て
欧
洲
に
皐
ぶ
こ
と
〉
な
り
し
が
、
先
生
の
君
を
遇
し
、
君
を

導
き
給
ふ
こ
と
、
亦
た
往
年
の
余
に
劃
す
る
が
如
〈
.
君
亦
た
先
生
の
邸
に
一
返
る
こ
と
日
を
累
ね
、
オ
ク
ス
フ
ォ



ー

ド

に

於

い

て

も

前

後

二

ヶ

月

に

亘

り

、

先

生

の

懇

切

な

る

指

導

を

受

げ

七

り

き

。

昭
和
二
年
(
一
九
二
七
年
)
余
欧
米
各
闘
に
歴
遊
す
る
こ
と
〉
な
り
、
北
米
を
経
て
英
闘
に
赴
き
、
先
生
に
謁
す

る

こ

と

を

得

仁

る

は

、

此

の

行

中

最

大

の

悦

び

の

一

な

り

き

。

乃

ち

エ

ヂ

ム

バ

ラ

の

先

生

邸

に

在

る

こ

と

週
目
、
次
い
で
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

の

ク

イ

ン

ス

大

皐

の

宴

に

侍

し

、

夏

に

先

生

左

エ

デ

プ

ト

の

ア

レ

キ

サ

ン

ド

リ
ノ
ヤ
に
曾
し
、
共
に
一
夜
を
ク
ラ
ヲ
デ
ヲ
ス
・
バ
ジ
ヤ
の
邸
に
語
り
明
か
し
た
り
し
が
、
共
の
翌
郊
外
の
小
騨
頭

先

生

に

迭

ら

れ

、別
離
の
一
慌
を
排
ひ
た
る
は
、
一
九
二
八
年
二
月
某
日
の
タ
な
り
き
。

此

の

時

先

生

齢

巳

に

八

十

有

三

、

精

神

な

ほ

奮

の

如

き

も

、

耳

聾

し

鰹

弱

〈

、

次

に

相

見

る

の

日

は

他

の

世

界

に

於

い

て

な

ら

む

と

嘆

じ

給
へ
る
語
は
、
今
な
ほ
我
が
耳
底
に
在
り
。

か

〈

て

車

接

し

て

先

生

の

力

な

き

手

に

帽

を

振

り

、

や

が

て

人

影

の

聞

に

渡

し

給

ひ

し

後

姿

は

、

賞

に

余

が

先

生

を

此

の

世

界

に

於

レ

て

見

る

を

得

に

る

最

後

な

り

き

。

先

生

大
皐
に
皐
ぴ
て
後
、
借
籍
に
列
し
給
へ
ば
.
身
を
終
る
迄
要
り
給
は
や
べ
皐
を
友
と
し
・
朋
を
侶
と
し
孟
ハ
の
生
涯
乍

と.ら

共事

に{曾

加の

は事

りな

ぬる

も

似

1: 

た

Y

齢

高

〈

し

て

故

蕎

相

次

レ

で

世

を

去

り

、

強

影

執

然

と

し

て

寂

家

主

年

深
〈
自
ら
安
ん
じ
給
ふ
庭
あ
り
と
難
色
、
一

た

び

人

間

の

純

情

赤

子

の

如

〈

優

し

か

り

し

先

生

の

寂

し

き

臨

終

の

病

床

に

想

到

す

れ

ば

、

誰

か

涙

な

き

を

得

べ

き

。

先

生

の

京

都

帝

岡

大

串

に

於

け

る

や

、

初

め

て

之

を

訪

ひ

給

ひ

し

頃

は

、

未

r我
が

考

古

皐

陳

列

室

の

設

げ

な
か
り
し
が
、
余
の
留
皐
よ
り
障
り
て
、
再
び
先
生
を
迎
へ
た
る
の
日
は
、
韓
容
略
ぽ
備
は
り
て
、
先
生
を
し
て
束

方

稀

に

見

る

所

な

り

と

の

溢

鮮

を

得

に

り

。

ま

に

先

生

の

我

が

大

皐

に

於

け

る

ス

メ

Y
語
の
講
演
は
.
貫
に

日

本

に

於

け

る

這

種

皐

術

の

萌

芽

を

植

ゆ

る

の

機

に

し

て

.

之

に

由

っ

て

爾

来

斯

撃

に

志

す

も

の

漸

〈

出

で

、

我

が

大

皐

亦

た

中

原

典

茂

九

郎

君

の

如

き

を

見

る

に

至

れ

り

。

加

之
.我

が

考

古

皐

研

究

報

告

第

一

冊

の

出

序

古書「
毘ー・



序

一= 
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四

版
せ
ら
れ
し
は
、
貨
に
先
生
日
本
再
避
の
年
に
し
て
主
ハ
の
英
文
の
標
題
、目
次
等
は
、
先
生
と
謀
り
て
之
を
決
し
.

共

の

校

閲

を

経

七

る

も

の

な

る

こ

と

は

、

吾

人

の

長

〈

記

し

て

忘

る

う

能

は

F
る
所
な
り
。

爾

来

報

告

書

刊

行

毎

に

之

を

先

生

に

贈

呈

す

る

を

例

と

し

、

先

生

亦

七

常

に

之

に

封

す

る

懇

篤

な

る

批

評

と

激

聞

の

鮮

を

迭

h

ソ
給
ひ
き
。

去

歳

二

月

忽

然

と

し

て

先

生

の

計

に

接

し

て

よ

り

、

余

は

梅

原

君

と

相

謀

り

て

、

失

冊

の

研

究

報

告
書
を
以
て
.
先
生
記
念
の
意
を
寓
ぜ
ん
ム
」
欲
し
‘
桔
据
編
纂
漸
〈
此
の

冊

を

成

す

に

至

れ

ち

。

其

の

研

究

未
だ
掛
さ
争
、
資
料
な
ほ
蒐
め
得
て
完
し
と
ヲ
一
日
ひ
難
き
は
、
深
〈
之
を
先
生
と
皐
界
主
に
耽
づ
る
も
の
あ
り
左

雄

も

.

新

羅

古

克

研

究

に

一

歩

を

進

む

る

も

の

あ

ら

ば

、

以

て

永

〈

先

生

の

名

を

極

東

皐

界

に

記

憶

す

る

の

発

端
3

と
も
な
り
、
先
生
追
慕
の
情
を
表
す
る
を
得
る
に
鹿
幾
ら
ん
か
。

昭

和

九

年

五

月

演

田

耕

作

(勺

先
生
の
向
俸
は
ご
吉
三
己
主

3
22ζ

と
題
し
、
一
九
二

三
年
英
同
マ
ク
ミ
ラ
ン
枇
よ
り
出
版
せ
ら
れ
た
る
が
、
胃
頭
誕
生
の
時
の
事
を
記
し
、
ょ

LP
5

。
口
同
司
55ιZEM拘置ニ
'rzrv-m
乙

z
n
r
r芸
品
。
『

S
R
s
z
m凸
宵

-
E
F
S言
。
唱

-z二
回
宮

Frp甘
え

HVF-330島
-
と
あ
る
も
、
先
生
と
日
本
と
の

縁
深
舎
を
見
る
。
同
書
第
十
九
章
J

円
一
志
向
号

E
L
及
び
第
二
十
一
章
-

J

J

・2
H
旨

g
ユS
E
ι
F
3ロ
に
日
本
来
遊
中
の
事
を
詳
に
叙
し
給
へ
り
。

な
ほ
初
度
来
遊
の
事
は
余

『
婆
交
』
(
第
三
年
第
削
減
d

に
「
セ
イ
ス
老
博
士
」
と
題
し
、
ま
た
第
二
次
の
そ
れ
は
新
村
憾
士
の
「
セ
イ
ス
数
授
を
塗
る
」
と

題
す
る
一
文
同
じ
雑
誌
(
第
九
年
第
一
波
)
に
あ
り
。
先
生
の
特
別
講
演
の
概
要
亦
た
同
じ
就
に
掲
げ
た
り
。
先
生
の
卦
音
に
接
し
て
後
余
は
其
の
遁
憶

を
雑
誌
『
ド
ル

d
γ

』
(
第
十
時
抗
)
に
記
し
置
き
ぬ
。
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